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異常な動きの逆走台風12号が西日本に上陸した7月28

日（土）、29日（日）の二日間に開催された第28回全国

女性建築士連絡協議会（高知）『「未来へつなぐ居住環境

づくり」～ 一周お

くれで先頭に 伝

統こそ最先端 ～ 』

の報告をさせてい

ただきます。奈良か

らの参加は６名で

す。 

 

28日 

12:00～13:45 全国女性委員長（部会長）会議 

於：高知県立県民文化ホール多目的室 

【協議内容】 

・第28回全国女性建築士連絡協議会アピール案について 

・第61回建築士会全国大会「さいたま大会」 

女性委員会セッション 

・第29回、第30回全国女性建築士連絡協議会 

・「魅力ある和の空間ガイドブック(WEB版)」 

・各都道府県の女性委員会の活動報告 

 

14:00～17:30 

於：高知県立県民文化ホールグリーンホール 

【開会式】三井所連合会会長、高知県建築士会会長ら来賓

の挨拶 

【被災地の現状報告】 

・宮城県建築士会「東日本大震災復興事業としての防潮堤

について思うこと」 

・福島県建築士会「ふくしまの現状」 

・熊本県建築士会「被災地から 今だから伝えたいこと」 

・大阪府建築士会「大阪府北部地震での建築士会の対応に

ついて」 

以上４府県からの報告がありました。被災された皆様に

心からのお見舞いを申し上げます。このような被害の状況

や復興状況報告によって、皆が防災活動と復興支援のあり

方について考えることが大事だと感じました。 

 

 

【基調講演】「未来へつなぐ居住環境づくり」 

～ 一周おくれで先頭に 伝統こそ最先端 ～ 

講師：山本 長水（山本長水建築設計事務所主宰 建築家） 

土佐漆喰や和紙などを用いた土佐の伝統木造建築につ

いてたくさんの作

品をご紹介いただ

きました。地元産材

や土佐漆喰の伝統

４色についての大

変興味深いお話で

した。 

 

18:30～20:30  大交流会   於：三翠園 

 土佐の郷土料理の皿鉢料理、土佐の鰹、土佐のお酒と青

年委員会の方々のパフォーマンスで大いに盛り上がりま

した。土佐の方々はとにかくもてなし上手です。全国のブ

ロックの代表による１×１（ワン・バイ・ワン）の活動報

告がありました。今

回、近畿は兵庫と奈

良が担当で「春の吉

野見学会」などにつ

いて報告させてい

ただきました。 

 

29日 

9:00～11:00 分科会 

於：高知県立県民文化ホール多目的室と高知会館 

Ａ分科会:「防災への取り組み」高知県建築士会 

Ｂ分科会:「建築女子がきずく未来」大阪府建築士会 

Ｃ分科会:「歴史的建造物と建物再生」大阪府建築士会 

Ｄ分科会:「会員拡大に向けた取組み」鹿児島県建築士会 

Ｅ分科会:「自治体連携とまちづくり」山口県建築士会 

Ｆ分科会:「「地産材」活用の取組み」秋田県建築士会 

Ｇ分科会:「高齢社会と住まい」愛知建築士会 

Ｈ分科会:「既存民家の活用」徳島県建築士会 

８つのテーマに分かれて議論されました。 

 

11:20～12:10 全体会 

於：高知県立県民文化ホールグリーンホール 

分科会報告、全体講評、第28回全建女アピール、さい

たま大会への参加の案内があり、途中台風の動向が心配

されましたが、無事閉会となりました。 

第28回全国女性建築士連絡協議会(高知)報告 

庄田 尚代 
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Ｃ分科会では、大阪の曽我部さんがコメンテータ

ーとなり、大阪市の南端にある住吉区に残る蔵につ

いて調査する「住吉蔵部：すみよしくらぶ」の活動が

発表されました。 

 

その特徴的な外観から、ひとめで見て判る「蔵」は、

景観や町並みにかかせない象徴的な建物ですが、歴

史的建造物に暮らす人にとって、維持管理を考える

にあたって、おそらく最も後回しにされるものでし

ょう。その「蔵」に焦点をしぼって、無理に保存され

るのではなく、本来的な機能の維持・保全、あるいは

新しい用途への再生が取り上げられていました。

2012 年に調査を開始してから、単に数や分布の状態

で終わるのではなく、その後の変化を見続けて、この

地に住む人たちの生活や考え方にまで踏み込んだ内

容は、非常に興味深いものでした。 

調査は、「蔵」づくりに欠かせない職人さんの方に

も広げられていました。「蔵」が新たに作られること

が少ないことから、土壁や漆喰壁、本葺きの瓦屋根な

どの建築材料と、それを扱える職人技術の継承は、

年々難しくなっていくことでしょう。せめて維持・保

全のための技術は是非とも残していただきたいもの

です。 

全くの偶然ですが、住吉は私が10歳まで暮らして

いた町で、分布図に載っている地名は、毎日通った遊

び場であり、買い物に出かけた市場や、七五三の時の

神社でした。訪れることがなくなって30年以上です

が、これを機会にどのように変わっているか、又は変

わっていないか、見に行かなくてはと決心した次第

です。                                                             

 

 

 

 

 

「建築士会会員の減少」や「活

動会員の固定化」は、全国の士会、

女性委員会の共通の課題です。第

28回全建女(高知)２日目Ｄ分科会

は、その課題に向けた活動の報告

と意見交換でした。 

コメンテーターは、鹿児島県の本房美保さん。鹿児

島県の建築業界で働く女性100名を募って『「けんち

くおごじょ大集合！」～豊かな暮らしの実現に向け

て～』を平成28年に

開催するに至った経

緯とその後の活動が

報告されました。始

まりは平成28年６月。

鹿児島県女性部会若

年層の組織離れと活

動参加者の少数固定

を解決するた 

めに「おごじょ大革命」を開始。現状の調査と会員

へのヒアリングを行い、様々な意見をもとに女性部

会の今後の活動を決定。５つのテーマに沿った研修

会を掲げました。第１回は12月、建築の世界で働く

女性のための大研修会

「あなたにとっての豊か

な暮らしとは？」をテー

マに、建築関係業界の会

社・事務所の事務員等女

性に声がけし、開催。会員

外が７割、40 歳代が８割

を占めました。「いろんな世代と知り合った」、「子

どもと参加できて良かった」など大反響。翌年は、県

のセミナーなども利用して女性としての感性を磨く

ために、歩・色・街・知・技をテーマに、その世界の

プロを講師にしたおごじょミニセミナーを５回開催。

女性の会員、準会員が増加したとのこと。この活動で、

改めて女性部会(委員会)として活動する意義が見え

てきたそうです。 

奈良でも大いに参考にできる活動報告でした。 

 

Ｃ分科会「歴史的建造物と建物再生」 

山本 規子 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ分科会参加者集合 

 

Ｄ分科会「会員拡大に向けた取組み」 

本保 万貴子 
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町並みや景観を豊かなものにするために全国的に

様々な取り組みがなされています。今回Ｅ分科会で

は、山口県周南市の建築士有志により平成29年6月

に発足した、街づくりグループ“まち塾景観デザイン

チーム”の取り組みについて発表が有りました。 

まち塾は平成19年、徳山駅周辺デザイン会議をき

っかけに、まちづくりに興味がある建築士（15 人）

が集って出来ました。平成20年、デザイン会議の副

委員長であった内藤廣氏に「まちづくり塾」を御願い

した事から勉強会が始まり、今に至っています。 

平成 23 年に周南市景観計画が策定されたことで、

現状を知るための「街の測色」を始めたことが景観デ

ザイン活動の始まり。まち塾では平成28年度「まち

づくりに係る建築士会等と自治体との連携強化のた

めの方策検討事業」の助成金を受けて、周南市の中心

市街地の景観にふさわしい色彩やデザインへの指針

をわかりやすくまとめたパンフレット「まちの景観

作法書」を作成。周南市に贈呈し、都市政策課景観担

当の窓口で事前相談や景観届を提出に来た設計者や

業者、建築主に渡され、景観への理解と協力を得るた

めのツールのひとつとして利用されています。又、測

色の成果物、中心市街地の通り（６通り）の測色デー

タ小冊子「まちのいろ」及び測色の方法やまとめ方を

示した「測色手順書」も一緒に贈呈しました。この他

にも景観ワークショップを市と共催し、歩車共存社

会実験のための空間デザインの受託など、建築士会

の立場で行政と共に街づくりに関わっています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ分科会のテーマは、「高齢社会と住まい」。コメ

ンテーターの竹中美智子氏（愛知県建築士会）より発

表がありました。平成12年に介護保険制度がスター

トして18年が経過。近年、より地域で高齢者を支え

あう「地域包括ケアシステム」を推進し、自立支援・

介護予防の充実などに重点を置いて法改正が行われ

ています。「地域包括ケアシステム」の中心となると

ころを「住まい」であるとして、在宅生活の継続を支

援するチームづくりが推奨されています。「住まい」

は、介護保険などのソフト面だけでなく、住宅という

ハード面が重要です。 

続いて、昨年度より、愛知県建築士会で発足した

「福祉のすまい特別委員会」の取り組みについての

発表がありました。 

その後、グ

ループに分か

れてワークシ

ョップを行い

ました。実際

に「地域包括

ケアシステ

ム」に参加し

た方からは、「安全、安心、安楽な（家族ともうまく

楽しく生活できること）生活は、建築士が手助けでき

ること」、また「退院前カンファレンスと家屋調査な

ど自宅に戻って生活できるように建築士の関与が必

要ではないか」などの意見も出ました。 

また、コメンテーターによると、在宅で生活する高

齢者が増加する中、「住まい」「住環境」の整備は必

要不可欠であるとのこと。ＱＯＬ（生活の質）の向上

に大きな意味を持つコミュニティーアーキテクトと

して、建築士の存在は大きく、建築士が積極的に「地

域包括ケアシステム」に参加していくことが求めら

れているとのことでした。 

私は「地域包括ケアシステム」には今まで参加した

ことがなく、もっと介護保険の事を勉強しなければ

と思いました。 

 

 

Ｅ分科会「自治体連携とまちづくり」 

安田 千鶴代 

Ｇ分科会「高齢社会と住まい」 

 武市 啓子 
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私の参加した Ｈ分科会は「既存民家の活用」と、

題しての分科会です。 

高齢化率が 50％を超え、子どもの数は総人口の約

5.4％、空き家は600 軒を超す徳島県の山間の町、神

山町。少子高齢化による人口減少が加速する町にお

ける2015年からの地方創生の取り組みについて、こ

の町で生まれ育ったという徳島県建築士会の赤尾 

苑香さんから説明がありました。  

今、私たちが抱える大きな社会問題である老朽化

した空き家の再利用をイメージして参加をしたので

すが、どちらかと言うと、メディアでその自然環境が

取り上げられ、移住転入希望の問い合わせが増える

中での取り組みを中心とした報告でした。 

① 「まちを将来世代につなぐプロジェクト」とし

て、空き家となった民家を改修、整備し、希望者た

ちにこの土地で暮らす準備を始めるための「すみ

はじめ住宅」として提供する。 

② 今、町にいる次世代を担う技術者たちの工務

環境づくりを試みる「民家改修プロジェクト」とし

て、町内出身の大工さんを中心に、行政や建築士、

製材、設備、家具など色々なジャンルの人たちが協

力し、また、インターンシップ制度も組み込んだ技

術の継承と次世代の育成に民家改修を利用する。 

という2点が主な内容です。加えて、昔からその土地

に住む高齢者にとって、移住してくる若者たちとの

交流は中々難しいものですが、新しくできた店舗の

紹介ツアーや住民たちとの交流会を企画し、パンフ

レットを配布する事などにより、その意識の壁をな

くす努力もしているとの事でした。 

 まずは、地域づくり・ひとづくりなのでは・・・。 

私たちの住む土地においても増えつつある既存空き

家、特定空き家。その判定や改修・再利用についての

話し合いは各地で行われていますが、法整備・計画手

段・建築士の立場・相続・税務等、問題は山積です。 

従来からの日本家屋の良さを生かした改修・再利

用、建物本体の老朽化、理想と現実・・・あなたはど

う考えますか？  

 

 

 

 

 7月28日（土）、29日（日）に開催された第28回全国

女性建築士連絡協議会に参加するために向かった高知で

思わぬ光景に出くわしました。 

 前日の27日(金)に高知に到着。夕方、懇親会に出席す

るため、再び高知駅前広場に立寄ると、あれっ？先程見

たはずの坂本龍馬がいない！？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

折しも台風 12 号が西日本に接近中。高知県建築士会の

方の話によると、「坂本龍馬、武市半平太、中岡慎太郎の三

志士は、一時帰宅中」とのことでした。 

三志士像は、発泡スチロールやウレタン製で、高さ約5.3

ｍ、重さは約400kgとのこと。このように台風が接近する

度に避難しているとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ分科会「既存民家の活用」 

藤山 久仁子 

勤務中の三志士像 

(左から) 武市半平太、坂本龍馬、中岡慎太郎 

 



5 

 

 

 

 台風12号が、高知に集まる怖いお

ばちゃん達を避けて前代未聞の逆走

をしていた頃、全建女(高知)に参加

していた脳天気な女性委員５名は、

全建女終了後、大雨のために日曜市

が午前で店じまいしたため、ひろめ市場で鰹の造りとたた

きと、私達より若いちょっと酔ったおっさんに奢ってもら

った魚で昼食をとり、龍馬等３人の銅像が自宅(？)に避難

してしまった駅前で借りたレンタカーで高知県梼原(ゆす

はら)町に向かったのです。 

雨が降ったりやんだりの空いた道路に車を走らせるこ

と２時間、突然、「雲の上のホテル」が現れました。そう、

私達は、隈研吾さん設計の建築を見るためにやって来たの

でした。 

梼原町は、高知県西部、愛媛県との県境、四国カルスト

高原にある自然豊かな山間の、人口 3500 人余りの小さな

町ですが、環境モデル都市として豊かな森･水･風･光を活

用したエネルギー自給率100％超を目指したまちづくりを

進めています。町産材の杉・桧や県産材の桧をふんだんに

使った隈さんの一連の作品、雲の上のホテル・温泉・プー

ル、雲の上のギャラリー、マルシェ・ユスハラ、梼原町総

合庁舎、雲の上の図書館は、国立競技場へと繋がる木質表

現の原点かもしれません。 

 雲の上のホテルは、飛行機の翼をイメージしたデザイナ

ーズホテル。ガラス

に囲まれた入り口を

入ると明るいレスト

ランがあり、早速、

私達は噂に名高い手

作りチーズケーキのお土産をゲット。 

一旦外へ出て、雲の上のギャラリーへ。ホテルからは渡

り廊下とギャラリーを通って雲の上の温泉とプールに繋

がっていますが、宿泊客以外でも外部階段からギャラリー

に出入り自由。梼原町の各施設がパネル展示されていたギ

ャラリー棟から続くブリッジ棟は、木橋ミュージアムとも

呼ばれ、高さ13.8m、約200㎡の木造一部S造で、日本建

築の軒に使われる斗栱(ときょう)のように刎木(はねぎ)

を何本も重ね持ち出した「やじろべえ型刎橋」といった架

構形式です。ブリッジの通路突き当たりのＥＶで１階プー

ルと温泉に移動しま

す。 

マルシェ・ユスハラ

は、雲の上のホテルの

別館ですが、１階に

は、「まちの駅ゆすは

ら」があり、梼原町の

工芸品や農産物が販

売されています。 

 梼原町総合庁舎は、町役場の老朽化により防災拠点と町

産材活用のために新築されました。屋根一体型太陽光発電

は80kwhの規模で、省エネ対策や中間換気システムなどに

より、環境評価基準

ＣＡＳＢＥＥでＳラ

ンクに格付けされて

います。木造一部Ｓ

造、延面積2970㎡、

地下１階地上２階建です。 

最後に雲の上の図書館

を訪れました。文化と交流

と生涯学習の拠点施設で

す。延面積1938 ㎡、Ｓ造

一部木造で地下１階地上

２階建て。内部には、生涯

学習課や子育て相談室な

ど、隣接する複合福祉施設

との連携の場と、大空間の

アトリウムに14のコーナ

ー、“いろは”48の本棚が

並んでいて、ボルダリングコーナーもあります。何と言っ

ても２階天井から一面に下がる木組みが圧巻で、木の香り

に包まれた森の中にいるようです。一日中気分良く過ごせ

るこんな心地よい空間が近所に欲しいものです。 

隈さんの作品に会ってきました。 

本保 万貴子 
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 私の好きな○○というお題を頂きましたが、フープとい

う場にふさわしいテーマがなかなか見つけられませんで

したので、寺のこと等ということでザックリ書かせて頂き

ます。 

初めに、修復・復元される寺々について。 

 私が、奈良に転入して 30 年が過ぎました。最近しみじ

み思うのですが、奈良に来るまで、古寺のことを勘違いし

ていたみたいです。古びた、黒いすすけたモノトーンの寺

社仏閣がありがたく、日本的で価値があるのだと思ってい

ました。浅学故、どんなに学習していても、寺と神社の区

別もなく単に様式の違いぐらいの薄っぺらな感覚しかあ

りませんでした。 

 しかし、続々復元、修復されていく寺社を見たとき、と

んでもない勘違いをしていたのだと、うちのめされまし

た。それは、薬師寺の金堂、西塔が最初でした。遊びにき

た友人がそれを見て、何だか古びた東塔のほうがお寺にふ

さわしい・・・西塔は浮いている？！と言ったのです。当

時は、まだ修復、復元した伽藍は限られていたので、確か

に古びた、年数を感じさせる東塔などとならべてみると、

違和感がありました。極彩色ともいえる、丹色の赤、緑、

漆喰の白、金色を基調に、紫、青、黄、で飾られた薬師寺

の西塔がまぶしく見えました。しかし、その後、薬師寺内

の伽藍が次々復元、修復されていくと、そこは、鮮やかな

東南アジアを思わせ

る、カラフルで華やか

な空間になっていきま

した。そう、創建当時

は、こんなにも鮮やか

だったのですね！色や

灯りの少ない時代に、

まばゆいほどカラフル

な伽藍と金の仏像は、

どんなに人びとに感動

をあたえたでしょう！ 

日本はアジアの端っ

この国なんだなと、つ

くづく実感し、何とも

言えないポジティブな感覚にとらわれました。私は、創建

時の色鮮やかな伽藍が好きなのだと自覚しました。 

それにしても、当時の伽藍はどれも似通った色使いで

す。色には意味があるし、また、当時は染料というか顔料

が限られ、色の種類も限られていたためでしょう。 

年月を経て、モノトーンになっている伽藍と、端正な書

院造りや数寄屋建築を一緒くたにしてはいけないという

ことが、西ノ京に住むことによって肌感覚で理解できまし

た。これで、東塔の解体修理が終わるとどうなるのかと今

から楽しみです。 

 次に、薬師寺の近くの、唐招提寺御影堂の東山魁夷の障

壁画について。 

東山魁夷の画だというから、いつものふんわりというか

独特の青い画なんだろうと漫然と思っていたら、全く違っ

ていて、ものすごい衝撃をうけてしまいました。その前に

立つと、波の打ち寄せる音が聞こえ、はるか底知れない海

原に面して自分が立っている・・・まるで画の中の浜辺に

ワープしているような感じがしました。鳥肌が立つという

のは、このことか！と初めて美術品に対して感じました。

鑑真和上が、どんなに苦労して強い意志をもって海をわた

ってきたのかを感じさせる画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

御影堂の公開は、6月上旬に毎年おこなわれているので、

皆さんも一度行かれてみたらどうでしょうか。ネットや画

集で見るのとは全く違う経験ができるはずです。 

 最後に、私の好きな犬走の写真で終わります。カラー

で見ないと、わかりにくいかもしれませんが、建物の足

元にはベビーサンローズが植えてあります。小路をはさ

んでシュウメイギクが咲いています。 

 駄文、最後までお

付き合いくださいま

してありがとうござ

います。 

 

 

 

 

私の好きな寺のこと等 

江木 博子 

「薬師寺」HPより 薬師寺西塔 
 

「国立新美術館 生誕110年東山魁夷展」HP より 唐招提寺御影堂 障壁画 
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はじめに 

 事務所の移転を機に今年

度から入会させて頂きまし

た、西本建築事務所の西本翠

と申します。 

独立してからの５年間は

古民家の現地再生を中心に、

図書館・学校・店舗などの設

計や、文化財建物などの実測調査を行ってまいりま

した。 
 

古民家再生への想い 

特に古民家再生においては設計者としての想いが

あり、それは「次世代に繋ぐ」ということです。 

そのためには、その時・その家に住む人の暮らしや

すさがとても重要だと考えます。いかにその古民家

に思い入れや歴史的価値があったとしても、古いま

まで暮らしづらかったとしたら古民家が残っていく

ことは難しいでしょう。古民家は住み繋ぐ人がいて、

手入れさえ行えば、とても寿命が長い建物です。 

住む人が快適に暮らせるように、今ある技術と予

算の中でその生活に応じた再生工事を行い、古民家

を生きた建築として次世代に繋ぐ。そしてまたその

次世代に住む人によって、古民家が未来の技術でよ

り良い形で繋がれていくことを期待しています。 
 

設計への想い 

 建築は、敷地の条件や施主様が求める要望など、建

物によって異なります。設計は、そこに適した答えを

今ある技術と予算の中で見つけていくことだと考え

ています。特に古民家のように、年月がたっても変わ

らない良さを持った建物を設計できればと想います。 
 

むすび 

奈良へ越して来てから早７ヶ月、やっと生活にも

慣れてきました。こちらには見るべきものが建物に

限らず沢山あるので、そこから少しずつ学んでいき

たいと思います。今後とも、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新会員紹介 

西本建築事務所 西本 翠 

kka古民家現地再生 内観（東京･登録有形文化財） 

kka古民家現地再生 外観（東京･登録有形文化財） 

tdi古民家現地再生 内観（千葉） 

hdm古民家現地再生 外観（埼玉） 



8 

 

 

京都府相楽郡精華町 

1.5 ㎞にも渡るメタセコイヤの並木。 

メタセコイヤに夕日が重なる時刻が最高です。 

 

■撮影場所 案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前号よりフープの編集担当になりました野村と申します。同じ

く新任の瓶割さんと共に試行錯誤しながら進めております。至ら

ない点も多々あるかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 さて、先日、東京医科大学が入試で女子に不利な得点操作をし、

女子の合格者数を抑えていたことが判明しました。これを発端に、

同様の不正が複数の医学部で行われていることが明らかになり

つつあります。医学部受験は、ある意味、医師の就職試験であり、

昼夜問わない長時間労働、重労働に女性は適さないと判断された

上でのことだそうです。いわば、必要悪だというのです。これに

対し、女性が働きやすいような環境整備をせずに女性を遠ざける

のはおかしい、との声が業界の内外問わず上がっているようです。 

 医療業界ほどではないにしても、私たちが属する建築業界も女

性にとって働きやすい環境とは言い難いように思います。男所帯

の中に居候しているような居心地の悪さを経験した女性は多い

のではないでしょうか。 

 そんな業界において、女性委員会の役割は、女性建築士を元気

づけ、その魅力を引き出すことではないでしょうか。私は女性委

員会の活動などを通じて、何人かの素敵な女性建築士の方にお会

いし、刺激を受けました。また、フープの記事によって感心させ

られたり、勇気づけられたり・・・。 

近年、建築に興味を持ち、建築を学ぶ女性の割合は増えている

そうです。希望を持って建築業界にやってきた女性が失望するこ

となく、また誇りを持って働き続けられるような環境を作ってい

きたいものです。フープの編集を通して、その一端を担えたら幸

いです。 

（野村 亜希子） 

 

今後の事業予定 
 

2018 年  

11 月   

1 日 (木) 
奈良県景観デザイン賞2018 
作品募集（予定） 

17 日 (土) 第37 回近畿建築祭 滋賀大会 

   
12 月   

6 日 (木) 平成30 年度第三期建築士定期講習 

8 日 (土) 中村好文独演会 

19 日 (水) 監理技術者講習 

   
2019 年  

1 月   

18 日 (金) 新年大交歓会 

23 日 (水) 
奈良県被災建築物応急危険度判定士 
養成講習会 

 


